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容
鳥
取
県
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
建
物

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う
建
築
主
に
対
し

て
、
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成　

募
6
月
11
日
（
月
）
〜
11
月
30
日
（
金
）

 

０
８
５
７-
20-
３
２
８
１

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

救
急
救
命
講
習
会

時
７
月
８
日
（
日
）
13:

00
～
16:
00　

所
鳥
取
県
東
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防

局
２
階
救
急
研
修
室
（
吉
成
）　

容
個
人
で

参
加
で
き
る
救
急
救
命
講
習
会　

料
無
料

問
消
防
局
警
防
課

 

０
８
５
７-

23-

２
３
０
３

防
犯
灯
の
取
替
え
制
度

　

町
内
会
な
ど
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る

蛍
光
ラ
ン
プ
の
防
犯
灯
を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

に
取
替
え
を
行
い
ま
す
。
取
替
工
事
は
市
が

行
い
、
工
事
費
の
２
割
を
町
内
会
な
ど
に
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
請
に
あ
た
っ
て

は
設
置
個
所
数
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
６
月
15
日
（
金
）
ま
で

問
本
庁
舎
道
路
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
６
１

 

０
８
５
７-

20-

３
０
４
８

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去

勢
手
術
費
用
の
補
助

容
飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
野
良
猫
）
の
繁

殖
抑
制
、
生
活
環
境
の
保
全
、
動
物
愛
護
意

識
の
高
揚
を
目
的
と
し
、
不
妊
・
去
勢
手
術

を
受
け
さ
せ
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
手

術
費
用
を
補
助　

対
①
市
内
に
住
所
を
有

す
る
人
で
、
市
内
で
捕
獲
し
た
野
良
猫
に
対

し
て
、
県
内
の
開
業
動
物
病
院
で
、
不
妊
・

去
勢
の
手
術
を
受
け
さ
せ
る
人　

②
手
術
済

の
目
印
と
し
て
、
猫
の
耳
先
の
一
部
切
除
を

行
う
こ
と
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

③
手
術
を
行
う
動
物
病
院
に
、
自
ら
猫
を
持

ち
込
む
こ
と
の
で
き
る
人　

※
捕
獲
器
の
無

料
貸
出
し
を
実
施
。
申
請
時
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

額
１
匹
に
つ
き　

手
術
費
用
の
7

割
に
相
当
す
る
額
（
上
限
１
万
円
）　

※
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
除
く
（
１
０
０

円
未
満
切
り
捨
て
）　

数
１
０
０
頭　

※
予

算
額
に
達
し
た
時
点
で
補
助
申
請
受
付
は
終

了　

募
平
成
31
年
３
月
18
日（
月
）ま
で
に
、

必
ず
不
妊
去
勢
手
術
の
実
施
前
に
生
活
環
境

課
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
平
成

30
年
度
内
に
手
術
実
施
。
申
請
書
な
ど
の
必

要
書
類
は
、
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
１
８

	

０
８
５
７-

20-

３
０
４
５

建
築
指
導
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
本
庁
舎
建
築
指
導
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
８
２

 

０
８
５
７-

20-

３
０
５
９

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

６
月
１
日
、
製
造
業
の
実
態
を
調
べ
る
た

め
、平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
は
産
業
施
策

の
基
礎
資
料
や
、
経
済
分
析
の
指
標
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

紙
の
調
査
票
の
ほ
か
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
５
６

 

０
８
５
７-

20-

３
０
４
０

ふ
る
さ
と
の
映
像
を
見
る
会

容
ふ
る
さ
と
に
関
す
る
昔
な
つ
か
し
の
映

像
を
上
映　

上
映
予
定
：（
１
）
続
々
誕
生

〝
ふ
る
さ
と
自
慢
〟（
平
成
６
年
制
作
）　

（
２
）
赤
と
ん
ぼ
の
母
〝
碧み

ど
り
か
わ川
か
た
〟（
昭

和
57
年
制
作
）　

時
６
月
21
日
（
木
）

10:

00
〜
、
14:

00
〜　

所
鳥
取
市
文
化
セ

ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室　

料
無
料　

事
前

申
込
み
不
要

問
鳥
取
市
文
化
セ
ン
タ
ー

 

０
８
５
７-

27-

５
１
８
１

 

０
８
５
７-

27-

５
１
５
４

人
に
や
さ
し
い
、
差
別
の
な
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
啓
発
パ
レ
ー
ド
・

代
表
者
対
象
人
権
問
題
研
修
会
開
催

問	

鳥
取
市
人
権
教
育
協
議
会
企
業
部
会
事

務
局
（
人
権
推
進
課
内
）

	

０
８
５
７-

20-

３
１
４
３

【
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
対
策
支
援
】

対
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
お
よ
び
除

去
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成　

募
6
月

1
日
（
金
）
〜　

※
調
査
・
除
去
と
も
平
成

32 

年
で
支
援
終
了

【
が
け
地
近
接
危
険
住
宅
移
転
の
支
援
】

対
昭
和
48
年
４
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
危
険
な
が
け
地
（
擁
壁
な
ど
が
設
置
さ
れ

た
も
の
は
対
象
外
）
に
隣
接
す
る
住
宅
の
移

転
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成

【
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
住
宅
建
替
の
支
援
】

対
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
で
住
宅
の
新

築
、
増
築
等
時
に
必
要
な
外
壁
強
化
に
係
る

費
用
の
一
部
を
助
成　

数
１
件　

※
先
着
順

【
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
】

が
あ
り
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
県
外
派

遣
に
参
加
で
き
る
人
で
、
傘
踊
り
の
伝
承
に

熱
意
を
持
っ
て
い
る
人　

員
50
人
程
度

募
６
月
29
日
（
金
）
必
着
で
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
（
連
絡
の
と
れ
る
も
の
）

を
明
記
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
の
い
ず
れ
か
で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問
（
一
社
）
鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
（
〒
６
８
０-

０
８
３
３　

末
広
温
泉

町
１
６
０
）

 

０
８
５
７-

26-

０
７
５
６

 

０
８
５
７-

29-

１
０
０
０

市
民
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業

容
本
市
の
抱
え
る
行
政
課
題
の
解
決
を
め

ざ
し
て
、
市
と
協
働
で
行
う
事
業
に
係
る
経

費
の
一
部
を
助
成　

対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど
市
民
活
動
団
体
が
企
画
・
実
施
す
る
、
次

の
行
政
課
題
を
解
決
す
る
事
業　

①
文
化
芸

術
に
よ
る
街
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が

る
事
業　

額
上
限
40
万
円
（
助
成
対
象
経

費
に
限
る
）　

募
６
月
１
日
（
金
）
～
29
日

（
金
）
ま
で
に
、
各
庁
舎
の
総
合
案
内
所
に

設
置
す
る
募
集
要
項
に
沿
っ
て
申
し
込
み
。

問
本
庁
舎
協
働
推
進
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

 

０
８
５
７-

21-

１
５
９
４

男
女
共
同
参
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
本
庁
舎
男
女
共
同
参
画
課
（
〒
６
８
０-

８
５
７
１　

尚
徳
町
１
１
６
）

	

０
８
５
７-
20-

３
１
６
６

	

０
８
５
７-
20-
３
０
５
２

	danjyo@
city.tottori.lg.jp

【
男
女
共
同
参
画
市
民
自
主
企
画
事
業
】

時
実
施
期
間
：
平
成
31
年
３
月
末
ま
で　

対
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
踏
ま
え
た
事

業
を
実
施
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
５
人
以

上
で
市
内
を
中
心
に
活
動
し
、
企
画
立
案
か

ら
実
施
ま
で
を
行
っ
て
い
る
こ
と
）　

※
政

治
・
宗
教
に
関
す
る
も
の
や
営
利
を
目
的
と

し
た
も
の
は
除
く　

員
１
団
体　

※
提
出

書
類
を
審
査
の
う
え
決
定　

額
上
限
10
万

円（
委
託
料
）　

募
６
月
29
日（
金
）ま
で
に
、

男
女
共
同
参
画
課
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙

（
本
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に

記
入
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

募
　
　
集

リ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
。

【
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
】

容
家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地
域
な
ど
で
男

性
も
女
性
も
共
に
認
め
支
え
合
い
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社

会
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
写
真
を
募
集

賞

数

賞
金（
図
書
カ
ー
ド
）

最
優
秀
賞

１
点

５
千
円

優
秀
賞

３
点

３
千
円

入

選
12
点
以
内

２
千
円

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
に
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
人　

募
８
月
31
日
（
金
）
必

着
で
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
・
撮
影
地
・
写
真
の
タ
イ
ト
ル
・

コ
メ
ン
ト
を
明
記
の
う
え
、
画
像
デ
ー
タ
１

枚
（
５
Ｍ
Ｂ
以
下
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ
、
合

成
・
加
工
不
可
）
を
添
付
し
、
電
子
メ
ー
ル

で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。　

※
応
募
点
数
は

１
人
３
点
ま
で
（
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に

限
る
）。
複
数
の
作
品
を
応
募
す
る
場
合
、

１
つ
の
メ
ー
ル
に
１
枚
の
画
像
デ
ー
タ
を
添

付
と
す
る
。　

※
注
意
事
項
を
ご
確
認
の
上

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
」　
　
　

鳥
取
市
観
光
協
会
連
会
員

容
参
加
行
事
：
▽
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

（
８
月
） 

▽
県
外
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
そ
の
他
参
加
依
頼
の
あ
る
行
事　

対
18

歳
以
上
で
、
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊
り
に
興
味

	

０
８
５
７-

20-

３
０
５
２

【
啓
発
パ
レ
ー
ド
】
時
６
月
８
日
（
金
）

13:

30
～
14:

00　

所
集
合
場
所
：
鳥
取
駅

風
紋
広
場

【
研
修
会
】　
時
６
月
８
日
（
金
）
14:

30
～

16:

30　

容
▽
講
演
：「
企
業
に
求
め
ら
れ

る
人
権
」　

▽
講
師
：
荻
原 

剛
さ
ん（（
公
財
）

東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー 

人
権
問
題
研

修
講
師
）　

料
無
料　

※
参
加
希
望
者
は
問

い
合
わ
せ
先
ま
で

市・県民税の
納期と納付方法

　市・県民税は、昨年中の所得をもとに計算され、今
年の 1 月 1 日時点で住んでいた市町村へ納めていただ
くものです。納付方法は次のとおりです。

【給与所得にかかる特別徴収（引き去り）】
　給与所得者（サラリーマンなど）を対象とした市・
県民税の納付方法です。会社などの事業所が、6 月～翌
年 5 月までの毎月の給料から引き去り、市町村へ納め
ます。なお、給与以外の所得がある場合（事業所得、
譲渡所得など）は、それらの所得について普通徴収を
選択することもできます。

【公的年金にかかる特別徴収】
　4 月 1 日現在 65 歳以上の公的年金受給者のうち、市・
県民税の納税義務のある人が対象です。公的年金の支
払者が年金から引き去り、市町村へ納めます。

月 仮徴収額
（4・6・8 月分）

本徴収額
（10・12・2 月）

算出方法 （前年度の年税額×
1/2）÷ 3 （年税額-仮徴収額）÷3

納入方法 公的年金から引き去り（特別徴収）

【普通徴収】
　上記の特別徴収以外の人が対象で、本市が発送する
納税通知書で納めていただきます。納税通知書は 6 月
11 日（月）に郵送する予定です。

納　期 納　期　限
全期・1 期 7 月  2 日（月）

2　期 8 月 31 日（金）

3　期 10 月 31 日（水）

4　期 1 月 31 日（木）

問	駅南庁舎市民税課
	0857-20-3417  0857-20-3401

	 各総合支所市民福祉課（ 12 ページ）
※市・県民税の納付は口座振替が便利で確実です。キャッ

シュカードがあれば、簡単にお申し込みできます。
詳しくは駅南庁舎債権管理課まで

 0857-20-3433   0857-20-3403


